
1.　は　じ　め　に
　世界バドミントン連盟（BWF）主催で，2年に一度各国で開催されるバドミントン国別対
抗世界選手権大会を，「トマス杯＆ユーバー杯」＊1 と呼ぶ．今回は 16 年ぶりに日本が開催国と
なり，2006 年 4 月 28 日から 5月 7日まで仙台と東京で開催された．日本ユニシスグループは
CSR活動の一環として大会に協賛し，会場への IT機器の貸出・設置・運用，入場パスの作成，
速報システムの提供など，大会開催を全面的にバックアップした．ユニアデックス株式会社（以
降，ユニアデックス）ではMAPPERソフトウェアの主管部として，OpenMAPPERを活用し
た速報システムを構築し，全試合の試合経過及び結果を世界に向けて発信した．本稿では，
OpenMAPPER の活用によりUNIX 上で短期間に構築・本番稼働した，「トマス杯＆ユーバー
杯」向けリアルタイム速報システム（以降，速報システムと記述）を紹介する．
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要　約　2006 年 4 月 28 日から 5月 7日まで，仙台及び東京でバドミントン国別対抗世界選手
権大会「トマス杯＆ユーバー杯」が開催された．日本ユニシスグループは本大会に協賛し，
会場へのIT機器の貸出・設置・運用，入場パスの作成等の作業で，大会を全面的に支援した．
その中でユニアデックスでは「WEB速報システム」を構築・稼働させ，全世界に向けて試
合経過及び結果の詳細情報を発信して，国内外で好評を博した．

　　本稿では，OpenMAPPERを活用することによって，いかに短期間で確実なWEB速報シ
ステムが構築，稼働，運用できたかを報告する．

Abstract　From April 28 to May 7 of 2006, the YONEX “Thomas & Uber Cup” World Team Championship 

was held in Sendai and Tokyo. Nihon Unisys Group cooperated in the finals and completely supported the 

competition through the rental, installation, and operation of IT equipment at the venue, and also with 

other functions such as the creation of the admission passes. In the progress of this event, UAL Software 

Service Business Group also developed and implemented a Live Scoring System that broadcasted the 

detailed information about the progress and results of games all over the world, and that received favor-

able comments domestically and internationally.

　　This paper reports how the utilization of OpenMAPPER could develop, implemented and operate a reli-

able Live Scoring System in a short period of time.
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2.　開発の経緯
　今回ユニアデックスが速報システム構築を請負った経緯に関して記述する．

　2. 1　開発の経緯，構築ツールの選択
　2005 年 12 月，日本ユニシスのトマス杯＆ユーバー杯協賛プロジェクト事務局から，ユニア
デックスでOpenMAPPER を使いWEB速報システムを構築できないかとの打診があった．
その時点で，既に本番まで 4ヶ月の時間しか残されておらず，依頼元の日本バドミントン協会
に対する日本ユニシスグループの立場は協賛のため，要求仕様に関しても白紙からのスタート
という条件もあり，構築作業は難航が予想されたが，OpenMAPPER を活用すれば，入力側
～出力側～運用まで，短期間で速報システムの構築が可能と判断して，MAPPERソフトウェ
アの主管部署であるユニアデックスは構築作業を引き受けた．今回，速報システムに求められ
た要件は，「入力側に専用クライアントを置き，出力側で静的 html を生成する形態のシステ
ムを，短期間で開発し，運用する」という要求事項であったため，構築に使用するソフトウェ
アやデータベースは，開発生産性が高く，仕様変更に柔軟に対応でき，専用クライアント，運
用，コンテンツ管理までが基本機能として備わっている統合ソフトウェアが望ましかった．そ
の点，OpenMAPPERは妥当な選択であった．

　2. 2　OpenMAPPERとは
　今回，速報システム構築ツールとして採用したMAPPER（最新版では BIS（Business 
Information Server）と名称変更）は，米国Unisys 社が汎用機上で開発した，独自データベ
ース，プログラム言語，対話操作，運用管理などの機能を持つAll In One 総合情報活用ソフ
トウェアで，1990 年代にはOpen 系プラットフォーム（UNIX, Windows）に移植されOpen-
MAPPER となり，現在に至っている．日本でも 500 社以上の企業で活用されている．本ソフ
トウェアの主な特長を以下に記す．
1）　多機能データ処理エンジン：業務データ処理に特化した，独自アーキテクチャのエンジ
ン．リザルトと呼ばれるワーク処理領域を持ち，独自のインタプリタ・スクリプト言語に
より，複雑な処理を少ない行数で記述でき，他の言語に比べて高生産性を誇る．

2）　専用 GUI（Graphical User Interface）クライアント：GUI 画面の開発環境を持ち，
GUI アプリケーションを簡単に作成できる．

3）　専用データベース：直感的で操作性に優れ，拡張性の高い独自のデータベースを備えて
いる．

　これらの特長により，開発生産性が高く，短期間に少人数でシステム構築が可能な，RAD 
（Rapid Application Development）ツールとしての評価も高く，国内外で数多くの業務システ
ムでの構築・稼働実績がある．また，コンテンツ管理，運用面に於いても，基本機能として備
えているデータベース機能，スケジュール機能，バックアップ機能を使用することによって，
専用のアプリケーションを新規に作成することなく，構築されたシステムの運用・管理が可能
である．

3.　システム要件
　速報システムの要件，稼働インフラの選定，速報システムのコンセプトについて記述する．
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　3. 1　大会概要
　「トマス杯＆ユーバ─杯」の数値的（データ）規模を表 1に記載した．
　・　参加国数は，男，女それぞれ 12 ヶ国，計 24 ヶ国（一部重複国有）
　・　実施された試合数，ゲーム数は表 1の通り．

　3. 2　速報システムの要件
　今回開発した速報システムのシステム要件は，以下のとおりである．
・　大会の予選（リーグ戦）から決勝戦まで，最多で 230 マッチ，690 ゲームの試合速報，
試合結果をリアルタイムでWEBから配信する．表示言語は日本語/英語とする．

・　スコアデータはコートサイドに設置したノート PCから入力し，リアルタイムでサーバ
に蓄積する．

・　データ入力のクライアントはWEB系列のアクセス集中による飽和リスクを考慮し，
WEB画面からの入力ではなく，別系列の専用GUI クライアントを使用する．

・　試合結果は試合終了後数分以内に画面に反映する．試合速報画面は 30 秒（既存の他速
報システムでは 60 秒毎の更新が一般的）以内にWEB画面に公開する．

・　WEBの構成画面は「予選リーグ画面」，「決勝トーナメント画面」，「リーグ戦組合せ表」，
「決勝トーナメント表」，「速報画面4コート版」，「速報画面1コート版」，「統計情報画面」，
「選手プロフィール画面」，「試合結果詳細画面」とする．
・　各WEB画面間の遷移を，相互参照のアンカー配置により実現する．
・　会場の大画面ディスプレイ向けに別画面で速報画面を提供する．更新頻度は 15 秒以内
とする．

・　WEBの速報画面は，500 ～ 600 ユーザの同時アクセスに耐えられるレベルとする．
・　マッチの棄権，放棄表示に対応する．
・　試合の勝敗を勝ち（赤），負け（青）で表現する．
・　試合開始前の画面には，開始予定の日時を表示する．
・　国情報は国名と共に国旗イメージを表示する（最終的に依頼元の意向で，3文字略称イ
メージ表示に仕様変更）．

　3. 3　インフラ選定
　前述のシステム要件，アプリケーション要件より，基本機能として 500 ～ 600 ユーザの同時
アクセスに耐えられる処理能力を持ち，充分なセキュリティ強度，高可用性を持つシステム構
成が，インフラ提供担当の日本ユニシス情報システム（当時．2006 年 7 月ユニアデックスに
統合）で過去の実績，経験を基に選定された．また，Web サーバには，高いシェアを持つ

表 1　トマス杯＆ユーバ─杯試合数詳細
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Apache を採用し，高レスポンス，連続稼働に耐え得る，安定したWeb サービスの提供を目
指した．
　選定されたサーバ機のスペックは以下のとおり
　・　機種：日本ユニシスUSモデルU420（本番機，予備機と 2台を手配）, OS：Solaris9
　・　CPU：450MHz/4MBキャッシュ CPU x4，メモリ：4GB
　使用したソフトウェアは以下のとおり
　・　MAPPER/UNIX レベル 8R2
　・　Apache 2.0
　システム概要図は図 1のとおりである．

　3. 4　速報システムのコンセプト
　開発依頼元である日本バドミントン協会の要求仕様がある程度固まった上で，システム全体
のコンセプトを検討した．その結果，テレビ中継がない環境で，国内外のバドミントン・ファ
ンが閲覧する速報システムを想定して，「画面を参照するだけで試合の臨場感までもが閲覧者
に伝わり，参照したファンが求める詳細レベルの試合統計情報も直ちに参照可能となる，リア
ルタイム速報システム」を，本速報システムのコンセプトとし，その実現を目指した．

4.　システム構築
　システム構築のメンバー，開発手法，開発機能について記述する．

　4. 1　開発メンバー
　今回のシステム構築メンバーは，MAPPER主管部署 2名（通常業務と兼務）と関連協力会
社 2名の計 4名で，それぞれWEB画面デザイン，出力AP構築，入力AP構築，運用AP構
築の各作業を分担して作業した．

図 1　システム概要図
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　4. 2　開発手法，開発作業
　システム開発手法としては，開発期間が短く納期が確定していたことから，依頼元の要求・
仕様変更が多く発生することを想定し，開発者と依頼元間で常に綿密なコミュニケーションを
とり，プロトタイプ作成/デモを繰り返して開発を進める，アジャイル＊5 的な開発手法をとっ
た．システム構築作業は，2006 年 2 月から約 2ヶ月で全アプリケーションを開発，4月より順
次テストを実施，4月中旬には試行本番，4月末に本番を迎えるという，非常にタイトなスケ
ジュールとなった．入力側 GUI 画面は，基本機能を網羅したプロトタイプを作成し，数度の
依頼元向けデモにより決定した．出力側のWEB画面開発は，基本となる画面 html デザイン
を確定後，そのソースをMAPPER に取り込み，html 文中に直接MAPPER プログラム・ロ
ジックと変数を挿入する方法でアプリケーションを作成した．画面生成ロジックのデータ集計
部分は，仕様変更リスクを考慮し共通処理とした．また，画面出力直前のデータ・イメージを
中間ファイルに作成し，問題発生時の切り分けを容易にした．実際には本番直前まで，依頼元
と要求仕様に関するやり取りが続き，その都度システム全般で細かい仕様変更が数多く発生し
たが，RADツールとしてのOpenMAPPERの特性及び前述の開発手法により，柔軟に対応で
きた．

　4. 3　WEB画面デザイン
　WEB画面デザインに関しては，トマス杯＆ユーバー杯公式ホームページ［1］の作成を担当し
たWEBデザイン会社と，デザイン及び色彩の統一性，閲覧者の操作性その他に関して意見交
換し，その結果を反映した．さらに，仕様変更の影響に対するメンテナンス性向上のためCSS
（Cascading Style Sheets）を活用した．操作性に関しては JavaScript を活用し，試合結果の
概要/詳細画面の切り替えを，子画面の開閉によって実現した．また，閲覧環境条件（プラッ
トフォーム，ブラウザ種類，ブラウザ環境，色の濃淡，画面サイズ，明度，解像度，ウィンド
ウサイズ等）による，視覚表現，動作の差異については，環境に依存せず，できるだけ多くの
ユーザにとって見やすいWEB画面となるよう配慮してデザインを調整した．

　4. 4　開発規模
　今回開発した速報システムの開発規模は表 2のとおり．

　4. 5　開発機能
　本節では，速報システムの各機能を，入力側機能，出力側機能，管理機能に分けて概説する．

表 2　開発規模，成果物
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　　4. 5. 1　入力側機能
　入力側機能として，以下の二つの機能を開発した．
　1）　試合データ，エントリー機能（図 2）
　システム管理者向けに，GUI 画面でのボタンクリック，プルダウン・リスト選択だけで試
合のスケジュール入力や対戦組合せなどの運用データの初期設定ができる機能を開発した．

　2）　速報データ，スコア入力機能（図 3）
　ノート PCの GUI 画面からマウス及びタブを使って，特別な訓練なしで誰でも簡単に試
合データの入力が可能となる機能を開発した．特に，得点毎のラリー数の入力機能は，今回，
ラリーポイント制が初めて採用された大会の速報システムという点で，システムの評価を高
めた．

図 2　対戦入力画面

図 3　スコア入力画面
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　　4. 5. 2　出力側機能
　出力側機能として，以下の 7種の画面を出力する機能をそれぞれ開発した．
　1）　試合速報ポータル画面（図 4）
　速報システムのメイン画面である．以下の特徴がある．
・　日程別にリーグ戦/決勝戦の 2画面を切り替えて対戦情報を表示
・　メイン画面で日本語/英語表示の切り替えが可能

　2）　試合結果詳細画面（図 5）
　メイン画面に表示された各国対戦情報の「詳細」ボタンのクリックによって表示される画
面である．以下の特徴がある．
・　各試合の結果詳細，選手名情報を表示（世界バドミントン連盟の公式ホームページの
情報ページにリンク）．

・　「ライブ」ボタン，「統計」ボタンなどの詳細情報にアクセスが可能．
・　マッチの放棄，棄権表示に対応．

図 4　試合速報ポータル画面
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　3）　組合せ表画面（図 6）
　メイン画面の上部リンク「グループリーグ（トマス/ユーバー）」をクリックすると表示さ
れる画面である．以下の特徴がある．
・　予選リーグの各グループ（3カ国毎）の対戦表を表示．試合前は試合の開始日時を表示．
・　試合終了後に試合結果及びマッチ，ゲーム，ポイント，順位の統計情報をリアルタイ
ムで表示．

・　試合結果（得点）のアンカーをクリックすると試合内容の詳細を表示．

図 6　組合せ表画面

図 5　試合結果詳細画面
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　4）　トーナメント表画面（図 7）
　メイン画面の上部リンク「トーナメント（トマス/ユーバー）」をクリックすると表示され
る画面である．以下の特徴がある．
・　決勝リーグの各国のトーナメント表を表示．試合の進捗に応じてリアルタイムで勝ち
上がり線を自動描画．

・　試合前は試合の開始日時を表示．試合結果のアンカー（得点）をクリックすると試合
内容の詳細画面を表示．

　5）　速報画面（図 8）
　メイン画面の上部リンク「ライブ」もしくは，メイン詳細画面でライブ中試合の横に表示
される「ライブ」ボタンをクリックすると表示される画面である．以下の特徴がある．
・　試合中は 30 秒毎更新の速報画面を表示．
・　試合終了後次の試合開始までは直前の試合結果を表示．
・　開催日の同時試合数によって，「4コート表示版」と「1コート表示版」の 2パターン
を用意．

・　東京会場設置の大画面ディスプレイ向けに 15 秒に一回の更新頻度の速報画面を別画
面で用意．

図 7　トーナメント表画面
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　6）　統計情報画面（図 9）
　試合終了後に，その試合の所要時間，平均/最大ストローク数，最大連続ポイント数をゲ
ーム毎に分析した統計情報を表示する画面である．

　　4. 5. 3　管理機能
　管理機能として，以下の四つの機能が挙げられる．
　1）　コンテンツ管理
・　表示画面，画像，スタイルシート等を一括してMAPPERデータベース側で管理．
・　トマス杯（男子）/ユーバー杯（女子）でデータベースを別管理．
・　日本語版/英語版の両画面生成は，スクリプト・ロジックにより，フラグを使って 2種
類の画面を生成．

　2）　画面更新・管理機能
・　試合の進捗に応じ，全画面の情報を自動更新する機能を開発．
・　管理ロジックにより更新状態を管理．通常約1分程度で全画面を最新情報に自動更新（マ

図 8　速報画面

図 9　統計情報画面
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シン負荷に依存）．

　3）　速報画面更新・管理機能
・　WEB公開用速報画面の更新は 30 秒に一回とし，専用の更新処理を開発．
・　開催日の試合数に依存して，4コート表示版/1 コート表示版を作成し，自動切り替えす
る機能を開発．

・　東京会場の大画面ディスプレイ（観客用）向けに，別画面で 15 秒に 1回の更新頻度の
速報画面を開発．

　4）　運用管理
・　システム運用は全自動化を目指し，予選/決勝戦の各フェーズの日時を判断して，その
日時に対応する処理を実施する機能を開発．

・　試合終了後のデータ・バックアップ処理もスケジュールされた時間に自動で実施可能
（今回は手動で運用．待機系へのデータ同期取りも手動で実施）．

5.　テスト
　短期間で全機能のテストを漏れなく実施するために，前回大会のデータなど，本番時に近い
データを入手して単体テストを実施した．総合テストでは日本ユニシス実業団バドミントン部
員の参加を仰ぎ，実試合に近い想定で，入・出力テストを実施した．また，本番直前に仙台で
実施された日韓戦（非公式練習試合）を速報システムの試行本番と位置づけ，現地にて本番時
に近い体制で本番機を使った稼働確認テストを実施し，その結果をフィードバックして本番稼
働につなげた．幸い，試行本番後に大きなシステム変更は必要なかった．

6.　本番稼働状況
　4月 28 日から 5月 1日まで仙台市体育館，5月 2日から 5月 7日まで東京体育館の日程で試
合が開催され，機器設置者及びアプリケーション開発メンバーがオンサイトサポートを実施し
た．仙台会場及び東京会場での試合データ入力は，ボランティア社員を中心に，入力操作を短
期間でマスターしていただき，コート毎に 3名の要員を配置して実施した．本番でも入力ミス
はほとんど発生しなかった．
　システム的にはテスト不足による小さな問題が幾つか発生したが，現地で修正できるレベル
の問題で，それ以外は大過なく，全日程のシステム稼働を完了した．
　5月 3日はアクセス集中（22,000 アドレスを超えるアクセス，ライブ画面 72 万アクセス（自
動更新分含））により速報画面の表示遅延，タイムアウトが発生し，急遽，待機系を使用した
分散処理も準備したが，サーバ側の apache パラメータの調整対応により，5月 5 日の最大ア
クセス日（25,000 アドレス・アクセス，ライブ画面 349 万アクセス）の稼働にも本番機 1台で
対応した．

7.　反響
　アクセスカウントの推移を表 3に掲載した．この推移を見ると，日本敗退後に男女準々決勝
が実施された 5月 3 日に 22,000 アドレス，5月 5 日の男子準決勝では 25,000 アドレスを超え
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るアクセスが主に海外からあり，アジア，ヨーロッパ各国でのバドミントン人気を裏付ける形
となった．また，大会会場にも延べ 43,400 人もの観客がつめかけ，盛況な大会となった．
　大会終了後，大会関係者やメイン・スポンサーであるヨネックス株式会社から，日本ユニシ
スグループのトータルな大会支援に対して感謝の言葉が述べられた．
　2006 年 6 月 30 日，日本ユニシスは「トマス杯&ユーバー杯への IT貢献」で，日本バドミ
ントン協会より表彰を受けた．これは日本ユニシスグループが提供した試合速報システムをは
じめとする会場内の PCやネットワークの構築，運用までのトータルなサポートが評価された
ものである．
　ベースボール・マガジン社発行，バドミントンマガジン 9月号記事［3］，【注目チーム訪問②
日本ユニシス】にて，以下のような速報システムの評価が掲載された．

　「各試合の 1点ごとの得点経過が配信され，世界中どこにいても，リアルタイムで試合経過を

知ることができるシステムが評判になった．それだけではなく，各試合が終れば最大や平均のス

トローク数，最大連続ポイントまで掲載される念の入れよう．アクセス数は膨大な数に達し，海

外のバドミントンファンサイトではよくできていると評判になった．」

　「コートサイドに置かれたパソコンに，1ラリーごとにポイントを入力．会場にいないファン，

海外のファンも，ワンクリックすれば，試合の進行状況や臨場感を味わえたというわけだ．」

8.　お　わ　り　に
　今回の作業は，開発期間が短く，運用まで含めたトータルなシステムを，期間内で確実に構
築する必要があり，また多くの仕様変更も予想された．この条件の中で，開発ツールとして選
択したOpenMAPPER と，アジャイル的な開発手法により，ほぼ予定通り，依頼元が望む機
能を持ったシステムを開発・稼働し，無事大会の全日程を終えることができた．今回の作業に
より，「GUI 画面（入力）/WEB画面（出力）」形態の，OpenMAPPER によるWEBシステム
RADモデルが提示でき，本開発モデル及びOpenMAPPERのアジャイル的なシステム開発が
実地で充分に有効であることが証明できた．今回の提示例が今後，他システム開発時の参考に
なれば幸いである．日本ユニシスグループも，引き続きより広い分野でOpenMAPPER の活
用を推進していく．
　最後に，本稿の執筆に際し，ご助言をいただいた関係者の皆様，また，トマス杯＆ユーバー
杯開催にご助力頂いた，大会関係者の皆様に，この場をお借りして厚く感謝申し上げる．

─────────

＊ 1 トマス杯＆ユーバー杯とは，世界バドミントン連盟（BWF）主催による，ヨーロッパ・ア
ジア等世界各国で行われている各種世界大会の集大成で，テニス競技のデビス杯フェド杯，
サッカーのワールドカップに匹敵する．トマス杯（男子）は 1948 年の第 1回を皮切りに 24
回目を，ユーバー杯（女子）は 1956 年から数え，2006 年日本開催で 21 回目を迎える伝統
ある大会．地区予選参加国および地区はトマス杯で 74，ユーバー杯も 65 に上る国際大会で
ある．

＊ 2 試合の定義は，国別対抗戦の単位である．予選リーグは 12 カ国を 3カ国ずつ 4グループに
分けてグループ内総当り戦を行うため計 12 試合，決勝トーナメントでは予選リーグ上位 4
カ国をシードするので，一回戦 4試合，準々決勝 4試合，準決勝 2試合，決勝の計 11 試合
となる．

＊ 3 1 試合は「3単 2 複」の 5マッチで実施し，順序は予選リーグでは単 1，単 2，単 3，複 1，
複 2，決勝トーナメントでは単 1，複 1，単 2，複 2，単 3が基本となる．予選リーグでは 1
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試合につき5マッチ実施，決勝トーナメントでは一方のチームが3マッチ先取で試合終了（勝
ち上がり）となる．

＊ 4 1 マッチは 3ゲーム（2ゲーム先取で勝ち）であり，1ゲームは 21 点先取のラリーポイント
方式が採用された．

＊ 5 アジャイル（agile）とは，英語で機敏な，俊敏な，という意味．ソフトウェア業界用語と
しては，社会環境や顧客要求事項の変化に迅速に対応して効率的にソフトウェア開発を行う
開発手法を指す。

参考文献 ［ 1 ］  「バトミントン国別対抗世界選手権ヨネックス　トマス杯＆ユーバー杯ジャパン
2006 Official Website」

  http://www.yonex-tuc.com/whattu/index.html
   同，「速報＆結果 Website」
  http://www.u-netsurf.ne.jp/nichiba/tcuc2006/jp/live/score_league.html
 ［ 2 ］  中村明彦，「ヨネックス トマス杯＆ユーバー杯ジャパン 2006 協賛プロジェクト終了

報告書」，日本ユニシス トマス杯＆ユーバー杯協賛プロジェクト事務局，2006 年 5月，
P9

 ［ 3 ］  ベースボール・マガジン社，「バドミントンマガジン 9月号」，2006 年 9 月，P37
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